



職名： 教授 氏名： 渡邊慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論，戦略情報システム学，ソフトウェア情報学総論 , プロジェクト演習 I/II , ソフトウェア演
習 A/B/C, 情報システム演習 A/B/C, 情報システムゼミ A/B, 卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 











会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学会
第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援シ
ステムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータイン
タラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，“エスノグラフィーを用いた自治体クラウドに関する組織内フィールド分析”，
経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，2010年 6月． 
6) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに関
する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010年 11月． 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 渡邊慶和，石井信明，田名部元成，松永賢次，宮川裕之（共著）（2010）『最近の情報システム教育研究―ICIS2008























1) 盛岡工業クラブ定期懇談会 講師 (2010年 9月 10日) 
 
(c) 一般教育 




1) 情報処理学会 情報システム教育委員会委員 & ISECOM審査委員 
2) 経営情報学会 論文審査員 
3) 日本情報経営学会理事 
4) 情報システム学会理事 研究普及委員会副委員長 



















ついての評価をもらった。（岩手県庁 2010年 1月） 
県教育委員会並びに小学校 2校を学生とともに訪問し、小学校での情報モラル教育の現状につ
いて、担当者並びに教師へのインタビューおよびクラスの授業観察と児童へのアンケート調査を
行なった。（2010年 7月,9月, 12月） 
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1) 小林隆，菅野洋光，神田英司，南野謙一，Prima Oky Dicky Ardiansyah，Google マップによる気象予測データ
を用いた東北地方の水稲気象被害軽減システムの開発，植物防疫，第 64巻 12号，pp.16-22，2010． 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 田村亘，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における学生の研究活動支援システムの開発，”情報処理
学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3 月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学
会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援
システムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータ
インタラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，“エスノグラフィーを用いた自治体クラウドに関する組織内フィールド分析”，
経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，2010年 6月． 
6) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに
関する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010 年 11
月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター 平成 20 年度新規交付金プロジェクト
「Googleマップによる気象予測データを用いた双方向型水稲気象被害軽減システムの開発（ Google被害軽減シ
ステム ）」における委託課題「Googleマップ上で稼働する情報共有型 webシステムの開発」 
2010年度：900,000円（プリマ，南野） 



















































      





職名： 講師 氏名： 後藤裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C， 








1) Y. Goto and S. Takahashi, “Landscape Analysis of Possible Outcomes,” In: S. H. Chen, T. Terano, and 
R. Yamamoto (Eds.) Agent-Based Approaches in Economic and Social Complex Systems VI: Post-Proceedings 
of The AESCS International Workshop 2009, Springer Series on Agent-Based Social Systems, Vol.8, pp.87-98, 
2011(January)．DOI: 10.1007/978-4-431-53907-0_7 
2) S. Sakuma, Y. Goto, and S. Takahashi, “Analysis of Knowledge Retrieval Heuristics in Concurrent Software 
Development Teams,” In: K. Takadama, C. C. Revilla, and G. Deffuant (Eds.) Interacting Agents and Social 
Phenomena: The Second World Congress on Social Simulation, Springer Series on Agent-Based Social Systems, 




1) S. Sakuma, Y. Goto, and S. Takahashi, “Analysis of Knowledge Retrieval Heuristics Considering Member’




会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学会
第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援シ
ステムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータイン
タラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに関
する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010年 11月． 
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(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究（B）研究代表者 
研究題目：負荷分散を考慮した知識探索ヒューリスティクスに関する研究（研究課題番号：22730312） 
2010年度直接経費：500,000円 



























1） 大会プログラム委員：経営情報学会 2010 年春季全国研究発表大会 
2） 座長：経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，セッション「ナレッジマネジメント（1）」 
3） 論文査読：日本品質管理学会誌（1本） 






























The behavior of a complex social system is unpredictable because both the uncertainties and the complex 
interactions in the system affect its future behavior. Existing scenario analysis methods focus on the effects 
system. The purpose of this paper is to develop a novel scenario analysis method that mainly focuses on 
evaluating a range of possible outcomes in a system based on selected uncertainties. We validate this method 
by applying it to a case example in which the configuration of an evaluation system for a sales division 
is examined. 
（
R. Yamamoto (Eds.) $JHQW %DVHG $SSURDFKHV LQ (FRQRPLF DQG 6RFLDO &RPSOH[ 6\ VWHPV 9,  3RVW 3URFHHGLQJV RI
7KH $(6&6 ,QWHUQDWLRQDO :RUNVKRS    6SULQJHU6HULHVRQ$JHQW%DVHG6RFLDO6\VWHPV9ROSS
2011(January)より引用） 
